
2018（平成 30）年度 にこにこ福祉会  

事業計画 

 

 

 社会福祉法人を取り巻く環境は年々厳しさを増しています。これは福祉を取り巻く

環境といったほうが適切かもしれません。社会福祉充実計画も言葉は丁寧ですが小さ

な法人には適応できません。社会貢献活動も条件が色々あり法人の独自性が出しにく

い状態です。にこにこ福祉会は本人の生活が豊かになることを願って自分たちの信じ

る手立てを行ってきました。昨年度の福祉サービス第三者評価においてもその点は評

価されました。残念なことにその手立てをマニュアル化していなかったことを指摘さ

れました。平成 30 年度はこの点に取り組みにこにこ福祉会独自の実のあるマニュア

ルを作成したいと思っています。 

法人設立から 20 年超が経過し法人設立以前から利用している当時 15 歳の利用者

は 40 歳を超えました。法人設立時に掲げていた障がいを持っていても働けるといっ

た理念は変わっていないのですが、その働き方は年齢とともに変わっています。 

また、就労（生産活動）より生きがいづくりに心身共に移っている利用者。高齢期

にさしかかっている利用者その家族。私たち法人には一人一人求めるニードや環境が

異なる利用者が集まっています。法人としてはこれらの課題を整理し、利用者・家族

のニードをもとに中長期計画を立案しました。「障がいがあっても働ける。」は柱にし

ながら法人に携わる利用者一人一人が大切にされ当事者自身も自らも選択し決定で

き、何よりもよかったと思える人生を歩んでほしいと願います。 

 

 

１，法人運営について 

(1)理事会・評議員会の開催 

  理事会  6月  12月   3月 

  評議員会 3月   6月 

   監事監査 5月 

 

 (2)役員の研修参加 

   社会福祉法人理事・監事研修への参加 

 

２，事業について 

 (1)実施事業について 

事業所名 実施事業 定員 備考 

にこにこ会 
就労継続支援Ａ型 14名 現在 16名 

就労移行支援 休止 ― 



にこてらす 
就労継続支援Ｂ型 10名 現在 11名 

生活介護 10名 現在 12名 

共同生活ほいーる 共同生活援助 32名 現在 31名 

てご 放課後等デイサービス 10名 契約者 8名 

相談支援センターつ・き・か 計画相談事業 ― 契約者 106名 

 ※5事業所 7事業を実施予定    利用者数は 2018年 3月 1日 

 

(2)職員の雇用状況  平成 30年 4月 1日予定 

① 職員数    合計 62名 （前年度末 63名） 

内訳   常勤職員 24名   （男 14名  女性 10名） 

          非常勤  40名   （男 4名   女性 36名） 

基本的な職員数に変動はなし。 

 

② 職員の処遇について 

 職員の雇用確保として下記の通り行う。また、高齢者の雇用も従来から引き続 

き行い利用者の支援の確保を行いたい。 

  イ，定期昇給の実施 

   （イ）給与退職金規程の改定 

     ・第 12条（2）の変更 

     ・非常勤職員に対しての給料表の創設 

  ロ，福祉・介護職員処遇改善加算（以下、処遇加算という）の取得ならびに支 

給。処遇加算の受給総額約 10,900,000 円になる見込み（前年度 9,900,000 

円）対象となる職員へ処遇改善手当として一人当たり月額約 33,000 円程度 

支給予定。 

    （3）職員の質の向上 

   ハ，職員の質の向上のための方策 

(イ)外部研修への参加 

     職員のキャリアに応じた研修会の受講を実施。 

(ロ)内部研修の実施 

     ・虐待防止のための定例会議の実施 

・外部講師を招き法人及び後援会と共催で開催していく   

   ニ，その他 

・他団体への協力 

第 44回広島県知的障害者福祉大会福山・神辺大会への協力  10月 

  

 

 

 

 



３，中長期計画の立案 

 

にこにこ福祉会は法人開設以前より障害者の就労について研究、運営を積み重ねて

まいりました。また、同時に神辺を中心とした地域での活動にも目を配り活動を行

ってきました。 

法人設立から 20年が経過して利用者の基本的なニードは変わらないものの少しずつ

様々な障害や利用者の高齢化の問題についても必要に迫られている状況です。 

私たちはそのような実情を鑑みて以下のような計画を立案しました。 

 

 

 

１，就労支援の強化 

①利用者の雇用を維持 

②就労継続支援 A型事業の収益拡大及び維持のため設備機械の導入 

③これからの就労を担う人材育成 

(1)放課後等デイサービスてごへの趣旨に賛同をした利用者の確保 

     (2)就労支援及び販売促進を行うための職員の育成 

 

２，法人の継続運営 

① にこにこ会北側の農地の購入 

② にこにこ会建物の修繕工事 

 

３，住まいの場の確保 

 親なき後の利用者の生活支援 

(1) 独居生活を支援できる拠点づくり 

(2) グループホームの新規創設 

(3) 契約期間を設けている賃借物件の検討 

(4) 利用者の高齢化に向けた対応の検討 

         ※老障介護 

 

４，これからの障害者支援について 

様々な障害への対応 

(1) 重度障害者の支援ができる拠点づくり 

 利用者の高齢化について 

(1) 生活習慣病罹患者への取り組み 

(2) 高齢化を迎えた利用者への専門性を有した支援。 

(3) 高齢化を迎えた利用者への就労の保障 

 

 

 



にこにこ福祉会 10年間の展望 

年  数  

2018（H30） 

・様々な障害を持つ方、高齢障害者への支援を有する事業所の構

築 

・独居生活利用者へ支援拠点の検討 

・てご 利用者の確保 運営の安定化 

2019（H31） ・新規事業所の開設 

2020  
・独居生活利用者へ支援拠点への着手 

・利用者家族の高齢化への対応検討 

2022  

2023 ・にこにこ会北農地 購入 

2024  

2025 ・G・Hかねしろ荘契約満了 

2026 ・G・Hとのまちハウス 契約満了 

2027 ・にこにこ会  大規模修繕 

 

 


